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市
議
会
だ
よ
り
の
表
紙
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
詳
し
く
は
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

定 例 会 日 程
○市長提出議案の一括上程
　◇提案理由の説明

○市長提出議案の質疑

○市政に対する一般質問

○教育・環境経済、民生常任委員会

○市長提出議案の討論、採決
○追加議案の上程
　◇提案理由の説明
　◇質疑、討論、採決

○建設、総務常任委員会

6月１日(月)

３日(水)

５日(金)

８日(月)

11日(木)

15日(月)、16日(火)
17日(水)、18日(木)

6月定例会の概要
　
令
和
２
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
１
日
か

ら
18
日
ま
で
の
18
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま

し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
対
応
に
関
す
る
議
案
な
ど
25
件
の

市
長
提
出
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
運
営
に
つ
い
て
も
、
市
民
生

活
に
影
響
す
る
議
案
の
審
議
を
優
先
す
る
な

ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

考
慮
し
実
施
し
ま
し
た
。
（
詳
し
く
は
８
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

スマホ用アプリ「マチイ
ロ」で市議会だよりをご
覧いただけます。

今号からユニバーサルデザイン
フォントを導入しました。

市
民
生
活
を
守
る
た
め

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
を
強
化

　
　
　
　   ―
 

関
連
議
案
可
決
、一
般
質
問
も
感
染
症
関
連
多
く ―

～誰もが見やすく読みやすい市議会だよりを目指して～

◇主な議案の内容 …………… ②③
◇審議結果 ……………………… ③
◇市政に対する一般質問 …… ④⑤
◇常任委員会の活動 …………… ⑥
◇特別委員会の活動 …………… ⑦
◇市議会からのお知らせ ……… ⑧
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質
疑
お
よ
び
討
論
に
つ
い
て
は
、

そ
の
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
各
議
案
の
概
要
は
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
本
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
経
済
対

策
等
に
係
る
補
正
予
算
の
専
決
処
分

を
含
め
、
４
件
の
議
案
が
あ
り
ま
し

た
。
一
般
会
計
の
補
正
後
の
予
算
総

額
は
１
４
５
１
億
２
０
０
０
万
円
で

す
。

　
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
お
よ

び
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
給

付
事
業
の
執
行
に
要
す
る
経
費
に
つ

い
て
、
予
算
を
補
正
す
る
必
要
が
生

じ
た
た
め
専
決
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
出
の
内
容
は
、
総
務
費
で
特
別

定
額
給
付
金
に
係
る
事
業
費
を
、
民

生
費
で
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付

金
に
係
る
事
業
費
を
追
加
し
、
補
正

予
算
額
は
３
５
２
億
６
０
０
０
万
円

に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
専
決
処
分
日
は
令
和
２
年

（
２
０
２
０
年
）
５
月
１
日
で
す
。

▼
議
案
質
疑

問　
本
市
に
お
け
る
特
別
定
額
給
付

金
の
支
給
遅
延
の
原
因
は
。
ま
た
、

Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
な
ど
の
対
応
は
。
さ

ら
に
住
民
登
録
が
な
い
方
や
銀
行
口

座
が
な
い
方
へ
の
支
給
は
。

答　
人
口
お
よ
び
世
帯
数
が
県
内
で

も
多
く
、
申
請
書
の
印
刷
や
発
送
に

時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
が
遅
れ
た
原

因
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
Ｄ
Ｖ
等

に
よ
る
避
難
者
は
確
認
で
き
る
書
類

の
提
出
が
あ
れ
ば
、
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
関
係
各
課
が
連
携

し
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
住
民
登
録

を
し
て
い
な
い
場
合
、
基
準
日
以
降

で
も
住
民
票
が
作
成
さ
れ
れ
ば
支
給

の
対
象
に
な
る
。
給
付
金
は
原
則
口

座
へ
の
振
り
込
み
だ
が
、
や
む
を
得

な
い
事
情
が
あ
る
方
に
は
現
金
で
給

付
す
る
方
法
を
予
定
し
て
い
る
。

　
産
業
活
性
化
推
進
事
業
お
よ
び
子

育
て
支
援
臨
時
給
付
金
給
付
事
業
の

執
行
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
予

算
を
補
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め

専
決
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
出
の
内
容
は
、
民
生
費
で
子
育

て
支
援
臨
時
給
付
金
に
係
る
事
業
費

を
、
商
工
費
で
事
業
継
続
支
援
金
、

経
営
支
援
窓
口
の
設
置
、
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
・
デ
リ
バ
リ
ー
導
入
等
支
援
事

業
に
係
る
事
業
費
を
追
加
し
、
補
正

予
算
額
は
６
億
２
３
０
０
万
円
に
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
専
決
処
分
日
は
令
和
２
年

（
２
０
２
０
年
）
５
月
20
日
で
す
。

問　
事
業
継
続
支
援
金
に
し
た
理
由

は
。
ま
た
、
交
付
要
件
の
考
え
方
は
。

さ
ら
に
対
象
事
業
者
数
お
よ
び
支
給

開
始
日
は
。

答　
国
の
持
続
化
給
付
金
の
対
象
に

な
ら
な
い
事
業
者
の
方
々
を
支
援
す

る
考
え
の
下
、
事
業
継
続
支
援
金
と

し
た
。
ま
た
、
要
件
に
つ
い
て
は
、

持
続
化
給
付
金
の
対
象
外
の
方
々
を

で
き
る
だ
け
早
く
支
援
し
た
い
と
考

え
取
り
組
ん
で
い
る
。
事
業
者
は
約

４
０
０
０
社
と
想
定
し
、
６
月
１
日

か
ら
既
に
申
請
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

迅
速
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　
市
の
事
業
継
続
支
援
金
と
国
の

持
続
化
給
付
金
が
重
複
す
る
こ
と
へ

の
認
識
は
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

対
象
外
で
あ
る
理
由
は
。

答　
市
と
国
で
対
象
期
間
に
幅
が
あ

る
た
め
、
重
複
す
る
こ
と
も
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
市
と
し

て
は
中
小
企
業
基
本
法
に
規
定
す
る

中
小
企
業
者
を
対
象
に
し
た
た
め
、

意
図
的
に
外
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は
、
国
庫

支
出
金
で
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支

援
事
業
費
等
負
担
金
お
よ
び
学
校
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
費
補
助
金
を
、

繰
入
金
で
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
を

追
加
し
ま
す
。
歳
出
で
は
、
総
務
費

で
南
越
谷
駅
・
新
越
谷
駅
周
辺
地
域

に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
に
係
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
等
購
入
費
の
追
加
、

民
生
費
で
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
に
係
る
住
居
確
保
給
付
金
の
追
加
、

教
育
費
で
小
中
学
校
の
校
内
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
伴
う
委
託
料

の
追
加
等
が
あ
り
、
補
正
予
算
額
は

35
億
８
０
０
０
万
円
に
な
り
ま
す
。

▼
反
対
討
論

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
財
政

調
整
基
金
の
取
り
崩
し
や
事
業
の
先

送
り
な
ど
、
独
自
の
努
力
で
財
源
を

作
り
出
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

本
市
は
、
景
気
の
急
激
な
変
動
や
大

規
模
災
害
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、
財

政
調
整
基
金
の
残
高
の
維
持
は
財
政

運
営
に
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
き
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
問
題
で
、
保
健
医
療
機

関
を
は
じ
め
と
し
た
公
的
機
関
や
労

働
者
に
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
と

き
に
、
土
地
・
建
物
を
取
得
し
再
開

発
を
進
め
る
た
め
の
基
金
か
ら
の
多

額
の
支
出
に
市
民
か
ら
批
判
の
声
が

あ
が
っ
て
い
る
た
め
、
せ
め
て
残
っ

た
基
金
の
一
部
を
取
り
崩
し
て
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
に
充
て
る
べ
き
だ
と
考

え
て
い
る
。
補
正
予
算
に
は
推
進
す

る
べ
き
部
分
も
あ
る
が
、
全
体
と
し

て
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
と
考

え
、
本
議
案
に
は
反
対
す
る
。

　
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
さ
ら
に

市
民
生
活
を
支
援
す
る
事
業
等
を
執

行
す
る
た
め
、
予
算
を
補
正
す
る
も

の
で
す
。
主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は

国
庫
支
出
金
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
追
加
し
ま
す
。
歳
出
で
は
、
総

務
費
で
災
害
予
防
対
策
事
業
に
係
る

備
蓄
材
料
費
の
追
加
、
民
生
費
で
子

育
て
充
実
事
業
に
係
る
認
可
外
保
育

施
設
利
用
者
支
援
事
業
費
補
助
金
の

追
加
、
土
木
費
で
公
共
交
通
事
業
に

係
る
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
感
染
拡
大
防

止
支
援
事
業
費
補
助
金
を
追
加
し
、

補
正
予
算
額
は
５
７
０
０
万
円
に
な

り
ま
す
。

▼
議
案
質
疑

問　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
使
途

を
国
へ
報
告
す
る
義
務
は
。
ま
た
、

第
２
次
補
正
予
算
に
お
け
る
本
市
へ

の
交
付
見
込
み
額
は
。

答　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
充
当

事
業
の
終
了
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

等
で
効
果
を
検
証
し
、
結
果
を
公
表

す
る
こ
と
が
国
か
ら
求
め
ら
れ
て
い

る
。
交
付
の
見
込
み
に
つ
い
て
は
、

計
上
額
１
兆
円
の
第
１
次
補
正
の
際
、

本
市
へ
は
６
億
９
０
０
０
万
円
の
限

度
額
が
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
算
定

方
法
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
単
純
に
そ

の
倍
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
が
、
ま

だ
限
度
額
は
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め

市
の
財
政
力
や
感
染
者
数
、
人
口
等

に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　
災
害
予
防
対
策
事
業
に
係
る
備

蓄
品
の
内
訳
と
、
補
助
金
対
象
の
認

可
外
保
育
施
設
の
数
お
よ
び
人
数
は
。

ま
た
、
公
共
交
通
に
係
る
車
内
の
衛

生
環
境
確
保
の
具
体
的
な
内
容
は
。

答　
備
蓄
品
は
、
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス

ク
が
14
万
枚
、
布
マ
ス
ク
が
２
万
枚
、

手
指
消
毒
液
が
５
０
０
本
、
非
接
触

型
電
子
体
温
計
が
３
０
０
台
、
段
ボ

ー
ル
間
仕
切
り
お
よ
び
段
ボ
ー
ル
ベ

ッ
ド
が
各
５
０
０
組
と
な
っ
て
い
る
。

　
保
育
施
設
は
市
内
の
21
施
設
で
、

対
象
人
数
は
そ
の
施
設
の
利
用
者
お

よ
び
市
外
の
認
可
外
保
育
施
設
の
利

用
者
２
８
０
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
衛
生
環
境
確
保
の
具
体
的
な
内
容

は
、
運
転
席
へ
の
防
護
ス
ク
リ
ー
ン

の
設
置
、
座
席
、
つ
り
革
、
手
す
り

な
ど
へ
の
消
毒
等
が
あ
り
、
そ
れ
に

係
る
経
費
の
計
上
を
想
定
し
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
傷
病
手
当
金
を
支
給
す
る
た
め

改
正
す
る
必
要
が
生
じ
、
専
決
処
分

さ
れ
ま
し
た
。
改
正
の
内
容
は
、
国

民
健
康
保
険
に
お
け
る
傷
病
手
当
金

の
支
給
に
関
し
、
対
象
者
、
支
給
額
、

支
給
期
間
等
の
要
件
を
定
め
る
も
の

で
す
。

　
本
条
例
は
、
令
和
２
年
（
２
０
２

０
年
）
５
月
１
日
か
ら
施
行
し
て
お

り
、
傷
病
手
当
金
の
支
給
を
始
め
る

日
が
、
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
、

規
則
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
に
属
す

る
場
合
に
適
用
し
ま
す
。

　
な
お
、
専
決
処
分
日
は
令
和
２
年

（
２
０
２
０
年
）
５
月
１
日
で
す
。

▼
議
案
質
疑

問　
本
市
に
お
け
る
傷
病
手
当
金
支

給
に
該
当
す
る
方
の
申
請
数
は
。
ま

た
、
青
色
専
従
者
の
取
り
扱
い
は
。

さ
ら
に
、
本
市
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
の
う
ち
個
人
事
業
主
お
よ
び
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
へ
の
支
援
は
。

答　
傷
病
手
当
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
で
申
請
が
あ
る
の
は
３
件
程

度
と
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
家
族
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主
な
議
案
の
内
容

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

市
長
提
出
議
案

令
和
２
年
度
越
谷
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
越
谷
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
２
年
度
越

谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
）

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
２
年
度
越

谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
）

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
越
谷
市
国
民
健

康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
）

経
営
な
ど
で
事
業
主
か
ら
給
与
を
支

給
さ
れ
る
家
族
等
も
被
用
者
に
含
ま

れ
る
た
め
、
青
色
専
従
者
も
傷
病
手

当
金
の
対
象
と
な
る
。
個
人
事
業
主

等
に
対
す
る
独
自
支
援
は
困
難
で
あ

る
が
、
５
月
26
日
付
で
中
核
市
市
長

会
か
ら
国
へ
傷
病
手
当
金
の
対
象
と

な
る
よ
う
緊
急
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
を
取
得
す

る
に
あ
た
り
、
予
定
価
格
が
、
議
会

の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産

の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
に

規
定
す
る
額
以
上
と
な
る
た
め
、
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　
取
得
財
産
は
、
土
地
は
所
在
地
番

が
越
谷
市
南
越
谷
一
丁
目
２
８
７
６

番
１
、
地
積
は
１
万
８
６
３
４
・
８

１
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
こ
の
う
ち
１

０
０
０
分
の
６
０
９
の
敷
地
権
の
割

合
を
取
得
し
ま
す
。
建
物
は
所
在
地

が
越
谷
市
南
越
谷
一
丁
目
２
８
７
６

番
地
１
お
よ
び
２
８
７
６
番
地
４
、

延
べ
面
積
５
万
７
４
１
２
・
７
１
平

方
メ
ー
ト
ル
で
、
こ
の
う
ち
契
約
の

相
手
方
の
専
有
面
積
３
万
８
７
６

８
・
５
１
平
方
メ
ー
ト
ル
お
よ
び
共

用
部
分
を
取
得
し
ま
す
。
価
格
は
26

億
９
５
０
０
万
円
で
、
契
約
の
相
手

方
は
、
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

株
式
会
社
で
す
。

▼
議
案
質
疑

問　
契
約
締
結
の
経
緯
は
。
ま
た
、

今
後
の
土
地
利
用
の
考
え
方
は
。
さ

ら
に
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
総
括
は
。

答　
市
側
か
ら
は
不
動
産
鑑
定
の
結

果
の
正
当
性
お
よ
び
妥
当
性
、
土
地

に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
等
を

主
張
し
、
相
手
側
か
ら
は
主
張
へ
の

反
論
等
が
あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
精

査
し
て
き
た
。
土
地
利
用
に
関
し
て

は
検
討
協
議
会
等
の
意
見
を
参
考
に

し
な
が
ら
新
た
な
施
設
の
機
能
な
ど

を
定
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

第
三
セ
ク
タ
ー
に
関
し
て
は
、
当
時

は
画
期
的
な
取
り
組
み
で
あ
っ
た
が
、

経
済
状
況
の
変
化
等
が
あ
り
、
今
後

の
発
展
を
考
え
て
市
が
財
産
を
取
得

し
、
市
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
と
し
た
。
地
域
住
民
の

意
見
等
を
受
け
止
め
、
今
後
も
本
市

の
大
き
な
拠
点
と
し
て
い
き
た
い
。

　
大
相
模
保
育
所
建
設
工
事
建
築
の

請
負
契
約
を
締
結
す
る
に
あ
た
り
、

予
定
価
格
が
、
議
会
の
議
決
に
付
す

べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処

分
に
関
す
る
条
例
に
規
定
す
る
額
以

上
と
な
る
た
め
、
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
契
約
金
額
は
２
億
２
７
５
９
万
円
、

履
行
期
限
は
令
和
３
年
（
２
０
２
１

年
）
３
月
19
日
、
契
約
の
相
手
方
は
、

有
限
会
社
大
熊
建
設
で
す
。

　
な
お
、
本
施
設
の
供
用
開
始
予
定

は
、
令
和
３
年
４
月
１
日
で
す
。

今後は避難所での「3密」の避け方が重要となる



　
質
疑
お
よ
び
討
論
に
つ
い
て
は
、

そ
の
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
各
議
案
の
概
要
は
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
本
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
経
済
対

策
等
に
係
る
補
正
予
算
の
専
決
処
分

を
含
め
、
４
件
の
議
案
が
あ
り
ま
し

た
。
一
般
会
計
の
補
正
後
の
予
算
総

額
は
１
４
５
１
億
２
０
０
０
万
円
で

す
。

　
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
お
よ

び
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
給

付
事
業
の
執
行
に
要
す
る
経
費
に
つ

い
て
、
予
算
を
補
正
す
る
必
要
が
生

じ
た
た
め
専
決
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
出
の
内
容
は
、
総
務
費
で
特
別

定
額
給
付
金
に
係
る
事
業
費
を
、
民

生
費
で
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付

金
に
係
る
事
業
費
を
追
加
し
、
補
正

予
算
額
は
３
５
２
億
６
０
０
０
万
円

に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
専
決
処
分
日
は
令
和
２
年

（
２
０
２
０
年
）
５
月
１
日
で
す
。

▼
議
案
質
疑

問　
本
市
に
お
け
る
特
別
定
額
給
付

金
の
支
給
遅
延
の
原
因
は
。
ま
た
、

Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
な
ど
の
対
応
は
。
さ

ら
に
住
民
登
録
が
な
い
方
や
銀
行
口

座
が
な
い
方
へ
の
支
給
は
。

答　
人
口
お
よ
び
世
帯
数
が
県
内
で

も
多
く
、
申
請
書
の
印
刷
や
発
送
に

時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
が
遅
れ
た
原

因
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
Ｄ
Ｖ
等

に
よ
る
避
難
者
は
確
認
で
き
る
書
類

の
提
出
が
あ
れ
ば
、
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
関
係
各
課
が
連
携

し
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
住
民
登
録

を
し
て
い
な
い
場
合
、
基
準
日
以
降

で
も
住
民
票
が
作
成
さ
れ
れ
ば
支
給

の
対
象
に
な
る
。
給
付
金
は
原
則
口

座
へ
の
振
り
込
み
だ
が
、
や
む
を
得

な
い
事
情
が
あ
る
方
に
は
現
金
で
給

付
す
る
方
法
を
予
定
し
て
い
る
。

　
産
業
活
性
化
推
進
事
業
お
よ
び
子

育
て
支
援
臨
時
給
付
金
給
付
事
業
の

執
行
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
予

算
を
補
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め

専
決
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
出
の
内
容
は
、
民
生
費
で
子
育

て
支
援
臨
時
給
付
金
に
係
る
事
業
費

を
、
商
工
費
で
事
業
継
続
支
援
金
、

経
営
支
援
窓
口
の
設
置
、
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
・
デ
リ
バ
リ
ー
導
入
等
支
援
事

業
に
係
る
事
業
費
を
追
加
し
、
補
正

予
算
額
は
６
億
２
３
０
０
万
円
に
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
専
決
処
分
日
は
令
和
２
年

（
２
０
２
０
年
）
５
月
20
日
で
す
。

問　
事
業
継
続
支
援
金
に
し
た
理
由

は
。
ま
た
、
交
付
要
件
の
考
え
方
は
。

さ
ら
に
対
象
事
業
者
数
お
よ
び
支
給

開
始
日
は
。

答　
国
の
持
続
化
給
付
金
の
対
象
に

な
ら
な
い
事
業
者
の
方
々
を
支
援
す

る
考
え
の
下
、
事
業
継
続
支
援
金
と

し
た
。
ま
た
、
要
件
に
つ
い
て
は
、

持
続
化
給
付
金
の
対
象
外
の
方
々
を

で
き
る
だ
け
早
く
支
援
し
た
い
と
考

え
取
り
組
ん
で
い
る
。
事
業
者
は
約

４
０
０
０
社
と
想
定
し
、
６
月
１
日

か
ら
既
に
申
請
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

迅
速
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　
市
の
事
業
継
続
支
援
金
と
国
の

持
続
化
給
付
金
が
重
複
す
る
こ
と
へ

の
認
識
は
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

対
象
外
で
あ
る
理
由
は
。

答　
市
と
国
で
対
象
期
間
に
幅
が
あ

る
た
め
、
重
複
す
る
こ
と
も
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
市
と
し

て
は
中
小
企
業
基
本
法
に
規
定
す
る

中
小
企
業
者
を
対
象
に
し
た
た
め
、

意
図
的
に
外
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は
、
国
庫

支
出
金
で
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支

援
事
業
費
等
負
担
金
お
よ
び
学
校
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
費
補
助
金
を
、

繰
入
金
で
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
を

追
加
し
ま
す
。
歳
出
で
は
、
総
務
費

で
南
越
谷
駅
・
新
越
谷
駅
周
辺
地
域

に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
に
係
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
等
購
入
費
の
追
加
、

民
生
費
で
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
に
係
る
住
居
確
保
給
付
金
の
追
加
、

教
育
費
で
小
中
学
校
の
校
内
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
伴
う
委
託
料

の
追
加
等
が
あ
り
、
補
正
予
算
額
は

35
億
８
０
０
０
万
円
に
な
り
ま
す
。

▼
反
対
討
論

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
財
政

調
整
基
金
の
取
り
崩
し
や
事
業
の
先

送
り
な
ど
、
独
自
の
努
力
で
財
源
を

作
り
出
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

本
市
は
、
景
気
の
急
激
な
変
動
や
大

規
模
災
害
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、
財

政
調
整
基
金
の
残
高
の
維
持
は
財
政

運
営
に
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
き
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
問
題
で
、
保
健
医
療
機

関
を
は
じ
め
と
し
た
公
的
機
関
や
労

働
者
に
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
と

き
に
、
土
地
・
建
物
を
取
得
し
再
開

発
を
進
め
る
た
め
の
基
金
か
ら
の
多

額
の
支
出
に
市
民
か
ら
批
判
の
声
が

あ
が
っ
て
い
る
た
め
、
せ
め
て
残
っ

た
基
金
の
一
部
を
取
り
崩
し
て
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
に
充
て
る
べ
き
だ
と
考

え
て
い
る
。
補
正
予
算
に
は
推
進
す

る
べ
き
部
分
も
あ
る
が
、
全
体
と
し

て
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
と
考

え
、
本
議
案
に
は
反
対
す
る
。

　
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
さ
ら
に

市
民
生
活
を
支
援
す
る
事
業
等
を
執

行
す
る
た
め
、
予
算
を
補
正
す
る
も

の
で
す
。
主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は

国
庫
支
出
金
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
追
加
し
ま
す
。
歳
出
で
は
、
総

務
費
で
災
害
予
防
対
策
事
業
に
係
る

備
蓄
材
料
費
の
追
加
、
民
生
費
で
子

育
て
充
実
事
業
に
係
る
認
可
外
保
育

施
設
利
用
者
支
援
事
業
費
補
助
金
の

追
加
、
土
木
費
で
公
共
交
通
事
業
に

係
る
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
感
染
拡
大
防

止
支
援
事
業
費
補
助
金
を
追
加
し
、

補
正
予
算
額
は
５
７
０
０
万
円
に
な

り
ま
す
。

▼
議
案
質
疑

問　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
使
途

を
国
へ
報
告
す
る
義
務
は
。
ま
た
、

第
２
次
補
正
予
算
に
お
け
る
本
市
へ

の
交
付
見
込
み
額
は
。

答　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
充
当

事
業
の
終
了
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

等
で
効
果
を
検
証
し
、
結
果
を
公
表

す
る
こ
と
が
国
か
ら
求
め
ら
れ
て
い

る
。
交
付
の
見
込
み
に
つ
い
て
は
、

計
上
額
１
兆
円
の
第
１
次
補
正
の
際
、

本
市
へ
は
６
億
９
０
０
０
万
円
の
限

度
額
が
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
算
定

方
法
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
単
純
に
そ

の
倍
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
が
、
ま

だ
限
度
額
は
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め

市
の
財
政
力
や
感
染
者
数
、
人
口
等

に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　
災
害
予
防
対
策
事
業
に
係
る
備

蓄
品
の
内
訳
と
、
補
助
金
対
象
の
認

可
外
保
育
施
設
の
数
お
よ
び
人
数
は
。

ま
た
、
公
共
交
通
に
係
る
車
内
の
衛

生
環
境
確
保
の
具
体
的
な
内
容
は
。

答　
備
蓄
品
は
、
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス

ク
が
14
万
枚
、
布
マ
ス
ク
が
２
万
枚
、

手
指
消
毒
液
が
５
０
０
本
、
非
接
触

型
電
子
体
温
計
が
３
０
０
台
、
段
ボ

ー
ル
間
仕
切
り
お
よ
び
段
ボ
ー
ル
ベ

ッ
ド
が
各
５
０
０
組
と
な
っ
て
い
る
。

　
保
育
施
設
は
市
内
の
21
施
設
で
、

対
象
人
数
は
そ
の
施
設
の
利
用
者
お

よ
び
市
外
の
認
可
外
保
育
施
設
の
利

用
者
２
８
０
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
衛
生
環
境
確
保
の
具
体
的
な
内
容

は
、
運
転
席
へ
の
防
護
ス
ク
リ
ー
ン

の
設
置
、
座
席
、
つ
り
革
、
手
す
り

な
ど
へ
の
消
毒
等
が
あ
り
、
そ
れ
に

係
る
経
費
の
計
上
を
想
定
し
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
傷
病
手
当
金
を
支
給
す
る
た
め

改
正
す
る
必
要
が
生
じ
、
専
決
処
分

さ
れ
ま
し
た
。
改
正
の
内
容
は
、
国

民
健
康
保
険
に
お
け
る
傷
病
手
当
金

の
支
給
に
関
し
、
対
象
者
、
支
給
額
、

支
給
期
間
等
の
要
件
を
定
め
る
も
の

で
す
。

　
本
条
例
は
、
令
和
２
年
（
２
０
２

０
年
）
５
月
１
日
か
ら
施
行
し
て
お

り
、
傷
病
手
当
金
の
支
給
を
始
め
る

日
が
、
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
、

規
則
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
に
属
す

る
場
合
に
適
用
し
ま
す
。

　
な
お
、
専
決
処
分
日
は
令
和
２
年

（
２
０
２
０
年
）
５
月
１
日
で
す
。

▼
議
案
質
疑

問　
本
市
に
お
け
る
傷
病
手
当
金
支

給
に
該
当
す
る
方
の
申
請
数
は
。
ま

た
、
青
色
専
従
者
の
取
り
扱
い
は
。

さ
ら
に
、
本
市
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
の
う
ち
個
人
事
業
主
お
よ
び
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
へ
の
支
援
は
。

答　
傷
病
手
当
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
で
申
請
が
あ
る
の
は
３
件
程

度
と
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
家
族
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財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
）

大
相
模
保
育
所
建
設
工
事
（
建

築
）
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

経
営
な
ど
で
事
業
主
か
ら
給
与
を
支

給
さ
れ
る
家
族
等
も
被
用
者
に
含
ま

れ
る
た
め
、
青
色
専
従
者
も
傷
病
手

当
金
の
対
象
と
な
る
。
個
人
事
業
主

等
に
対
す
る
独
自
支
援
は
困
難
で
あ

る
が
、
５
月
26
日
付
で
中
核
市
市
長

会
か
ら
国
へ
傷
病
手
当
金
の
対
象
と

な
る
よ
う
緊
急
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
を
取
得
す

る
に
あ
た
り
、
予
定
価
格
が
、
議
会

の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産

の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
に

規
定
す
る
額
以
上
と
な
る
た
め
、
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　
取
得
財
産
は
、
土
地
は
所
在
地
番

が
越
谷
市
南
越
谷
一
丁
目
２
８
７
６

番
１
、
地
積
は
１
万
８
６
３
４
・
８

１
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
こ
の
う
ち
１

０
０
０
分
の
６
０
９
の
敷
地
権
の
割

合
を
取
得
し
ま
す
。
建
物
は
所
在
地

が
越
谷
市
南
越
谷
一
丁
目
２
８
７
６

番
地
１
お
よ
び
２
８
７
６
番
地
４
、

延
べ
面
積
５
万
７
４
１
２
・
７
１
平

方
メ
ー
ト
ル
で
、
こ
の
う
ち
契
約
の

相
手
方
の
専
有
面
積
３
万
８
７
６

８
・
５
１
平
方
メ
ー
ト
ル
お
よ
び
共

用
部
分
を
取
得
し
ま
す
。
価
格
は
26

億
９
５
０
０
万
円
で
、
契
約
の
相
手

方
は
、
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

株
式
会
社
で
す
。

▼
議
案
質
疑

問　
契
約
締
結
の
経
緯
は
。
ま
た
、

今
後
の
土
地
利
用
の
考
え
方
は
。
さ

ら
に
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
総
括
は
。

答　
市
側
か
ら
は
不
動
産
鑑
定
の
結

果
の
正
当
性
お
よ
び
妥
当
性
、
土
地

に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
等
を

主
張
し
、
相
手
側
か
ら
は
主
張
へ
の

反
論
等
が
あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
精

査
し
て
き
た
。
土
地
利
用
に
関
し
て

は
検
討
協
議
会
等
の
意
見
を
参
考
に

し
な
が
ら
新
た
な
施
設
の
機
能
な
ど

を
定
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

第
三
セ
ク
タ
ー
に
関
し
て
は
、
当
時

は
画
期
的
な
取
り
組
み
で
あ
っ
た
が
、

経
済
状
況
の
変
化
等
が
あ
り
、
今
後

の
発
展
を
考
え
て
市
が
財
産
を
取
得

し
、
市
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
と
し
た
。
地
域
住
民
の

意
見
等
を
受
け
止
め
、
今
後
も
本
市

の
大
き
な
拠
点
と
し
て
い
き
た
い
。

　
大
相
模
保
育
所
建
設
工
事
建
築
の

請
負
契
約
を
締
結
す
る
に
あ
た
り
、

予
定
価
格
が
、
議
会
の
議
決
に
付
す

べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処

分
に
関
す
る
条
例
に
規
定
す
る
額
以

上
と
な
る
た
め
、
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
契
約
金
額
は
２
億
２
７
５
９
万
円
、

履
行
期
限
は
令
和
３
年
（
２
０
２
１

年
）
３
月
19
日
、
契
約
の
相
手
方
は
、

有
限
会
社
大
熊
建
設
で
す
。

　
な
お
、
本
施
設
の
供
用
開
始
予
定

は
、
令
和
３
年
４
月
１
日
で
す
。
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問　
情
報
弱
者
の
命
を
守
る
た
め
、

国
か
ら
支
援
を
受
け
防
災
ラ
ジ
オ
を

導
入
す
る
考
え
は
。

市
長　
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
情
報
の
取

得
が
難
し
い
方
々
に
対
し
て
の
情
報

伝
達
手
段
の
１
つ
と
し
て
有
効
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
国
の
財
政
支

援
策
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
、
そ
の

よ
う
な
方
々
に
配
慮
し
た
情
報
伝
達

手
段
の
拡
充
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
本
市
の
支
援
策
の
一
覧
表
を

作
成
す
る
考
え
は
。

市
長　
本
市
で
は
、
広
報
こ
し
が
や

お
知
ら
せ
版
６
月
号
の
１
面
に
、
本

市
独
自
の
緊
急
経
済
対
策
お
よ
び
特

別
定
額
給
付
金
に
関
す
る
こ
と
、
ま

た
２
面
に
支
援
相
談
窓
口
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
掲
載
し
た
こ
と
か
ら
、

市
民
の
方
々
に
周
知
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

情
報
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
印
刷
で
き
る
よ
う
に
設
定
を
行

い
、
い
つ
で
も
情
報
が
入
手
で
き
る

よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問　
令
和
元
年
10
月
に
発
生
し
た
台

風
第
19
号
の
際
に
は
、
せ
ん
げ
ん
台

駅
周
辺
も
冠
水
す
る
被
害
と
な
っ
た

が
、
県
と
東
武
鉄
道
に
よ
り
行
わ
れ

て
い
る
浅
間
川
橋
梁
工
事
の
進
捗
状

況
は
。
ま
た
、
ポ
ン
プ
の
増
強
工
事

の
着
手
時
期
は
。

市
長　
浅
間
川
橋
梁
工
事
は
、
令
和

２
年
度
末
完
成
予
定
で
進
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
後
、
県
に
よ
り
既
設
の

橋
台
の
撤
去
や
護
岸
工
事
等
の
残
工

事
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
ポ
ン
プ
の
増
強
は
、
現
在
毎
分
18

立
方
メ
ー
ト
ル
の
処
理
能
力
が
あ
る

ポ
ン
プ
を
撤
去
し
48
立
方
メ
ー
ト
ル

の
も
の
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
が
、

浅
間
川
橋
梁
の
残
り
の
附
帯
工
事
や

未
改
修
部
分
の
護
岸
工
事
、
人
道
橋

お
よ
び
左
岸
側
の
樋
管
の
改
修
工
事

等
の
関
連
工
事
が
行
わ
れ
た
後
と
な

る
た
め
、
工
事
時
期
は
未
定
で
あ
る

が
、
で
き
る
だ
け
早
く
整
備
で
き
る

よ
う
県
と
調
整
し
て
い
く
。

　
な
お
、
当
面
の
対
策
と
し
て
は
、

台
風
第
19
号
の
浸
水
被
害
を
踏
ま
え

て
、
現
在
の
18
立
方
メ
ー
ト
ル
の
仮

設
ポ
ン
プ
を
24
立
方
メ
ー
ト
ル
に
増

強
し
、
治
水
対
策
を
し
て
い
く
。

問　
本
市
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
５

月
１
日
か
ら
開
始
で
き
な
か
っ
た
理

由
は
。

市
長　
内
閣
府
の
資
料
に
よ
る
と
、

全
国
で
約
４
割
の
市
区
町
村
が
５
月

１
日
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
受
付

を
開
始
し
た
が
、
本
市
で
は
迅
速
か

つ
的
確
な
給
付
を
着
実
に
進
め
る
た

め
、
国
か
ら
送
信
さ
れ
る
デ
ー
タ
内

容
の
精
査
や
申
請
シ
ス
テ
ム
の
動
作

確
認
等
の
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、

事
前
に
把
握
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
不

具
合
な
ど
へ
の
対
処
方
法
等
を
検
討

し
た
上
で
、
５
月
３
日
か
ら
受
付
を

開
始
し
た
。
今
後
も
本
事
業
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
で
き
る
限
り
迅
速
か
つ

的
確
な
給
付
事
務
に
努
め
て
い
く
。

問　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
お
け
る
主

な
不
備
の
内
容
は
。

市
長　
主
な
も
の
は
、
重
複
の
申
請

や
世
帯
主
以
外
の
方
か
ら
の
申
請
の

ほ
か
、
口
座
名
義
人
が
世
帯
主
以
外

で
あ
る
こ
と
や
、
口
座
内
容
の
入
力

ミ
ス
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
る
。
申
請

者
へ
の
確
認
が
必
要
な
場
合
を
除
き
、

可
能
な
限
り
職
員
が
添
付
資
料
に
よ

り
確
認
等
を
行
い
対
応
し
て
い
る
。

 

問　
分
散
登
校
に
よ
り
、
人
目
に
つ

か
ず
１
人
で
歩
く
子
ど
も
た
ち
の
姿

が
増
え
て
お
り
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
必

要
性
は
よ
り
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え

る
が
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
取
り
組

み
と
今
後
の
見
解
は
。

教
育
長　
令
和
２
年
４
月
か
ら
50
台

の
防
犯
カ
メ
ラ
が
稼
働
し
て
お
り
、

さ
ら
に
市
長
部
局
と
連
携
し
、
新
た

に
10
台
程
通
学
路
に
設
置
す
る
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
各
小
学
校
に
は
保

護
者
や
地
域
の
方
々
に
協
力
依
頼
す

る
と
と
も
に
、
包
括
協
定
を
結
ん
だ

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
含
め
た

子
ど
も
１
１
０
番
の
家
と
の
連
携
を

図
る
よ
う
指
導
し
た
。
加
え
て
、
登

下
校
時
に
は
教
育
委
員
会
の
指
導
主

事
が
各
学
校
の
情
報
や
過
去
の
不
審

者
情
報
を
基
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
越
谷
警
察
に
分
散

登
校
時
の
登
下
校
時
間
を
情
報
提
供

し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を
依
頼
し

て
い
る
。

  

問　
保
健
所
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

体
制
の
充
実
は
。

市
長　
４
月
下
旬
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機

器
を
１
台
増
設
し
て
２
台
体
制
と
し
、

１
日
最
大
20
人
の
検
査
が
可
能
と

な
っ
た
。
加
え
て
、
４
月
27
日
か
ら

越
谷
市
医
師
会
に
委
託
し
た
ド
ラ
イ

ブ
ス
ル
ー
方
式
に
よ
る
越
谷
市
地
域

外
来
・
検
査
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

保
健
所
と
合
わ
せ
て
１
日
最
大
40
人

の
検
査
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
業
務
の
増
加
と
そ
れ
に
伴
う

職
員
の
増
員
状
況
は
。

市
長　
相
談
体
制
お
よ
び
濃
厚
接
触

者
の
疫
学
的
調
査
等
の
調
査
体
制
の

強
化
、
さ
ら
に
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制

の
充
実
を
図
る
た
め
、
各
部
の
職
員

を
動
員
し
対
応
し
て
き
た
。
現
在
は

落
ち
着
い
て
い
る
が
、
今
後
来
る
と

予
想
さ
れ
て
い
る
第
２
波
に
備
え
て

迅
速
に
対
応
で
き
る
職
員
体
制
を
構

築
し
て
い
き
た
い
。

 

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
不
安
に
感
じ
て
い

る
市
民
や
事
業
者
に
対
し
、
市
長
が

力
強
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
示
し
、

一
人
ひ
と
り
に
訴
え
か
け
る
よ
う
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
考
え
は
。

市
長　

広
報
こ
し
が
や
お
よ
び
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
感
染
拡
大
防
止

や
経
済
対
策
事
業
に
関
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
発
信
し
た
が
、
安
心
や
励

ま
し
に
つ
な
が
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
動

画
等
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
、
よ

り
伝
わ
り
や
す
い
発
信
に
努
め
る
。

問　
困
窮
し
て
い
る
市
民
や
事
業
者

の
声
に
対
し
て
、
市
長
の
想
い
を
込

め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
示
す
必
要
性
は
。

市
長　
今
各
界
の
声
を
聞
い
た
が
、

市
民
は
34
万
５
０
０
０
人
か
ら
い
る

た
め
、
ど
の
よ
う
に
応
え
た
ら
良
い

か
、
何
を
期
待
し
て
い
る
か
私
に
は

よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
自
治
体
の
責

任
者
と
し
て
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

責
任
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
に
つ

い
て
検
討
し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
り
、
生
活
困
窮
が
増
え
て
い

る
。
急
激
に
収
入
が
減
少
し
た
人
な

ど
を
救
う
た
め
に
、
柔
軟
な
対
応
と

速
や
か
な
給
付
決
定
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

る
か
。
ま
た
今
後
、
長
期
化
に
よ
り

申
請
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、

相
談
員
等
を
増
員
す
る
考
え
は
。

市
長　
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
全
国

的
に
生
活
保
護
の
相
談
や
申
請
が
増

加
し
て
い
る
と
の
報
道
が
あ
る
。
国

か
ら
も
、
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
、
柔

軟
な
対
応
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

通
知
が
来
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え

て
、
生
活
福
祉
課
と
生
活
自
立
相
談

「
よ
り
そ
い
」
で
情
報
を
共
有
し
、

柔
軟
な
対
応
を
心
が
け
て
い
る
。
資

産
が
あ
っ
て
も
保
護
が
必
要
な
状
況

で
あ
れ
ば
ま
ず
保
護
を
開
始
し
、
資

産
が
処
分
で
き
た
時
点
で
返
還
を
求

め
る
対
応
を
し
て
い
る
。
増
員
の
有

無
に
つ
い
て
は
、
状
況
を
見
つ
つ
、

対
応
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問　
地
区
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
市
役

所
と
同
様
の
手
続
き
を
行
え
る
よ
う

に
す
る
考
え
は
。

市
長　
本
格
的
な
人
口
減
少
お
よ
び

少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

地
区
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
必
要
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
機
能
に
つ
い
て
、
市
役

所
と
の
役
割
分
担
を
含
め
、
総
合
的

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
に
つ
い
て
も
、
地
区
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
や
地
域
課
題
の
迅
速
か
つ
効
果

的
な
解
決
が
図
れ
る
よ
う
、
さ
ら
な

る
機
能
強
化
に
つ
い
て
、
他
市
の
事

例
を
参
考
に
し
な
が
ら
調
査
・
研
究

し
て
い
き
た
い
。

問　
具
体
的
な
検
討
案
は
。

市
長　
現
在
地
区
セ
ン
タ
ー
で
行
っ

て
い
る
市
民
課
業
務
に
加
え
、
福
祉

や
国
民
健
康
保
険
、
税
の
分
野
な
ど
、

市
民
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
考
え
て
い
る
。

取
り
組
み
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

新
た
な
人
員
の
配
置
や
市
役
所
と
の

連
携
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
今
後
調
査
を
し
て
い
き
た
い
。

 

問　
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
、
か
か
り

つ
け
医
に
関
す
る
市
民
へ
の
周
知
は

必
要
と
考
え
る
が
、
現
状
と
今
後
の

取
り
組
み
は
。

市
長　
か
か
り
つ
け
医
の
重
要
性
に

つ
い
て
は
、
広
報
こ
し
が
や
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
救
急
医
療
等
に
関

す
る
啓
発
チ
ラ
シ
等
で
周
知
に
努
め

て
き
た
。
今
後
は
自
治
会
に
配
布
し

て
い
る
救
急
医
療
関
係
の
チ
ラ
シ
に

か
か
り
つ
け
医
の
重
要
性
に
つ
い
て

掲
載
す
る
こ
と
や
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
か
か
り
つ
け
医
に
関
す
る
コ
ー

ナ
ー
に
リ
ン
ク
先
を
掲
載
し
、
身
近

な
医
療
機
関
を
探
し
や
す
く
す
る
な

ど
、
内
容
の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
越

谷
市
医
師
会
と
も
一
層
連
携
を
深
め

て
い
き
た
い
。

問　
市
内
全
て
の
医
療
機
関
を
網
羅

し
た
冊
子
作
成
の
考
え
は
。

市
長　
今
あ
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
も
１
つ
の
手
段

で
あ
る
。
別
の
冊
子
を
作
る
に
は
、

掲
載
す
る
医
療
機
関
の
承
諾
等
も
必

要
に
な
る
た
め
、
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

 

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
策
と
し
て
、
図
書
館
に
お
い

て
電
子
書
籍
を
導
入
す
る
考
え
は
。

教
育
長　
電
子
書
籍
は
、
接
触
に
よ

る
感
染
の
危
険
が
な
い
こ
と
、
来
館

せ
ず
に
本
が
読
め
る
こ
と
か
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

策
と
し
て
有
効
と
考
え
て
お
り
、
導

入
済
み
の
自
治
体
で
は
休
館
中
の
貸

し
出
し
数
が
増
え
て
い
る
と
伺
っ
て

い
る
。
ま
た
、
導
入
に
よ
り
蔵
書
の

配
架
ス
ペ
ー
ス
が
不
要
に
な
る
こ
と

や
、
汚
損
、
破
損
等
の
心
配
が
無
く

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、

図
書
館
向
け
の
電
子
書
籍
は
資
料
が

少
な
く
、
購
入
費
が
割
高
と
な
る
た

め
、
公
共
図
書
館
で
の
普
及
は
進
ん

で
い
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
は
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、

他
の
自
治
体
事
例
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
更
新
や
第

５
次
総
合
振
興
計
画
の
策
定
に
合
わ

せ
、
導
入
を
検
討
す
る
。

 

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
現
状
の
生

活
保
護
に
関
す
る
相
談
お
よ
び
申
請

件
数
は
。
ま
た
、
住
居
確
保
給
付
金

の
相
談
お
よ
び
申
請
件
数
は
。

市
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
を
受
け
、
生
活
保
護
の

相
談
や
申
請
が
増
加
し
て
い
る
と
の

報
道
が
あ
る
が
、
本
市
の
４
月
お
よ

び
５
月
の
相
談
件
数
は
２
３
０
件
、

申
請
件
数
は
68
件
で
、
昨
年
同
時
期

の
相
談
件
数
２
６
６
件
、
申
請
件
数

85
件
と
比
較
す
る
と
、
ど
ち
ら
も
若

干
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
住
居
確

保
給
付
金
の
４
月
お
よ
び
５
月
の
相

談
件
数
は
４
０
８
件
、
申
請
件
数
は

84
件
で
、
昨
年
同
時
期
の
相
談
件
数

71
件
、
申
請
件
数
２
件
と
比
較
し
て

ど
ち
ら
も
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
。

問　
相
談
体
制
の
強
化
は
。

市
長　
専
任
の
面
接
相
談
員
の
配
置

等
で
、
相
談
者
を
お
待
た
せ
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
対
応
し
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
た
方

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
相
談

時
間
の
短
縮
化
等
の
通
知
も
あ
り
、

職
員
等
へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

 

問　
家
族
等
が
亡
く
な
っ
た
際
の
市

役
所
で
の
手
続
き
の
流
れ
は
。
ま
た
、

諸
手
続
き
に
つ
い
て
、
市
民
の
方
か

ら
の
要
望
は
。
さ
ら
に
、
窓
口
と
処

理
の
一
本
化
を
進
め
る
考
え
は
。

市
長　
現
在
、
死
亡
に
伴
う
手
続
き

は
、
死
亡
届
か
ら
火
葬
ま
で
が
主
に

葬
祭
業
者
、
そ
の
後
の
葬
祭
費
支
給

申
請
等
は
、
ご
遺
族
が
手
続
き
し
て

い
る
。
手
続
き
の
複
雑
さ
を
指
摘
す

る
声
が
あ
る
こ
と
や
、
複
数
の
窓
口

に
行
く
こ
と
に
よ
る
精
神
的
負
担
を

考
慮
し
て
、
本
市
で
は
市
民
課
や
出

張
所
等
の
窓
口
に
て
、
死
亡
届
受
付

時
に
関
連
し
た
手
続
き
の
概
要
等
や
、

担
当
窓
口
を
ま
と
め
た
案
内
書
を
お

渡
し
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
庁
舎

開
設
に
合
わ
せ
、
新
庁
舎
建
設
検
討

委
員
会
窓
口
検
討
部
会
を
組
織
し
、

申
請
書
の
作
成
支
援
や
担
当
窓
口
へ

の
誘
導
等
、
ご
遺
族
の
手
続
き
を
支

援
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
る
。

問　
保
護
者
の
要
望
を
踏
ま
え
た
、

再
開
後
の
小
中
学
校
に
お
け
る
学
習

の
進
め
方
は
。

教
育
長　
本
来
、
学
習
指
導
要
領
に

基
づ
い
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
が
、
休
校
に
よ
り
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
再
編
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
た
め
、
各
学
校
で

は
教
育
委
員
会
で
作
成
し
た
越
谷
市

立
小
中
学
校
再
開
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
き
、
６
月
１
日
よ
り
分
散
授
業

を
実
施
し
て
い
る
。
学
校
再
開
時
か

ら
の
授
業
で
は
、
令
和
元
年
度
に
お

い
て
未
指
導
の
学
習
内
容
か
ら
取
り

組
む
こ
と
を
基
本
と
し
、
そ
の
後
当

該
学
年
の
学
習
内
容
を
進
め
て
い
き

た
い
。
今
後
感
染
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
、
通
常
の
教
育
活
動
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
感

染
の
リ
ス
ク
の
高
い
学
習
活
動
に
つ

い
て
は
、
単
元
等
の
入
れ
替
え
や
学

習
内
容
の
精
選
等
、
指
導
計
画
の
見

直
し
等
を
計
画
し
て
い
る
。

防犯カメラのイメージ

ドライブスルー方式で行われる検査
（デモンストレーション）

コロナに負けず懸命に励む市内の飲食店

一般
 質問
６月定例会では、１３人
の議員が市政全般につい
て質問を行いました。

各議員の氏名の下にあるＱＲコードを
スマートフォン等の専用アプリで読み
取ると、一般質問の録画映像をご覧い
ただけます。

市政に対する

Questio
n

越
谷
刷
新
ク
ラ
ブ

　
野
口
　
高
明
　
議
員

通
学
路
に
お
け
る
防
犯
カ
メ

ラ
の
必
要
性
に
つ
い
て

Q

日
本
共
産
党
越
谷
市
議
団

　
工
藤
　
秀
次
　
議
員

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
充
実
に

つ
い
て

Q

日
本
維
新
の
会

　
小
林
　
成
好
　
議
員

特
別
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

Q

自
由
民
主
党
越
谷
市
議
団

　
野
口
　
和
幸
　
議
員

市
長
か
ら
市
民
・
事
業
者
へ
向
け
た
強

力
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
に
つ
い
て

Q

公
明
党
越
谷
市
議
団

　
久
保
田
　
茂
　
議
員

コ
ロ
ナ
禍
で
の
情
報
発
信
に

つ
い
て

Q

無
所
属

　
菊
地
　
貴
光
　
議
員

せ
ん
げ
ん
台
駅
周
辺
の
治
水

対
策
に
つ
い
て

Q
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問　
情
報
弱
者
の
命
を
守
る
た
め
、

国
か
ら
支
援
を
受
け
防
災
ラ
ジ
オ
を

導
入
す
る
考
え
は
。

市
長　
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
情
報
の
取

得
が
難
し
い
方
々
に
対
し
て
の
情
報

伝
達
手
段
の
１
つ
と
し
て
有
効
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
国
の
財
政
支

援
策
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
、
そ
の

よ
う
な
方
々
に
配
慮
し
た
情
報
伝
達

手
段
の
拡
充
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
本
市
の
支
援
策
の
一
覧
表
を

作
成
す
る
考
え
は
。

市
長　
本
市
で
は
、
広
報
こ
し
が
や

お
知
ら
せ
版
６
月
号
の
１
面
に
、
本

市
独
自
の
緊
急
経
済
対
策
お
よ
び
特

別
定
額
給
付
金
に
関
す
る
こ
と
、
ま

た
２
面
に
支
援
相
談
窓
口
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
掲
載
し
た
こ
と
か
ら
、

市
民
の
方
々
に
周
知
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

情
報
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
印
刷
で
き
る
よ
う
に
設
定
を
行

い
、
い
つ
で
も
情
報
が
入
手
で
き
る

よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問　
令
和
元
年
10
月
に
発
生
し
た
台

風
第
19
号
の
際
に
は
、
せ
ん
げ
ん
台

駅
周
辺
も
冠
水
す
る
被
害
と
な
っ
た

が
、
県
と
東
武
鉄
道
に
よ
り
行
わ
れ

て
い
る
浅
間
川
橋
梁
工
事
の
進
捗
状

況
は
。
ま
た
、
ポ
ン
プ
の
増
強
工
事

の
着
手
時
期
は
。

市
長　
浅
間
川
橋
梁
工
事
は
、
令
和

２
年
度
末
完
成
予
定
で
進
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
後
、
県
に
よ
り
既
設
の

橋
台
の
撤
去
や
護
岸
工
事
等
の
残
工

事
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
ポ
ン
プ
の
増
強
は
、
現
在
毎
分
18

立
方
メ
ー
ト
ル
の
処
理
能
力
が
あ
る

ポ
ン
プ
を
撤
去
し
48
立
方
メ
ー
ト
ル

の
も
の
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
が
、

浅
間
川
橋
梁
の
残
り
の
附
帯
工
事
や

未
改
修
部
分
の
護
岸
工
事
、
人
道
橋

お
よ
び
左
岸
側
の
樋
管
の
改
修
工
事

等
の
関
連
工
事
が
行
わ
れ
た
後
と
な

る
た
め
、
工
事
時
期
は
未
定
で
あ
る

が
、
で
き
る
だ
け
早
く
整
備
で
き
る

よ
う
県
と
調
整
し
て
い
く
。

　
な
お
、
当
面
の
対
策
と
し
て
は
、

台
風
第
19
号
の
浸
水
被
害
を
踏
ま
え

て
、
現
在
の
18
立
方
メ
ー
ト
ル
の
仮

設
ポ
ン
プ
を
24
立
方
メ
ー
ト
ル
に
増

強
し
、
治
水
対
策
を
し
て
い
く
。

問　
本
市
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
５

月
１
日
か
ら
開
始
で
き
な
か
っ
た
理

由
は
。

市
長　
内
閣
府
の
資
料
に
よ
る
と
、

全
国
で
約
４
割
の
市
区
町
村
が
５
月

１
日
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
受
付

を
開
始
し
た
が
、
本
市
で
は
迅
速
か

つ
的
確
な
給
付
を
着
実
に
進
め
る
た

め
、
国
か
ら
送
信
さ
れ
る
デ
ー
タ
内

容
の
精
査
や
申
請
シ
ス
テ
ム
の
動
作

確
認
等
の
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、

事
前
に
把
握
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
不

具
合
な
ど
へ
の
対
処
方
法
等
を
検
討

し
た
上
で
、
５
月
３
日
か
ら
受
付
を

開
始
し
た
。
今
後
も
本
事
業
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
で
き
る
限
り
迅
速
か
つ

的
確
な
給
付
事
務
に
努
め
て
い
く
。

問　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
お
け
る
主

な
不
備
の
内
容
は
。

市
長　
主
な
も
の
は
、
重
複
の
申
請

や
世
帯
主
以
外
の
方
か
ら
の
申
請
の

ほ
か
、
口
座
名
義
人
が
世
帯
主
以
外

で
あ
る
こ
と
や
、
口
座
内
容
の
入
力

ミ
ス
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
る
。
申
請

者
へ
の
確
認
が
必
要
な
場
合
を
除
き
、

可
能
な
限
り
職
員
が
添
付
資
料
に
よ

り
確
認
等
を
行
い
対
応
し
て
い
る
。

 

問　
分
散
登
校
に
よ
り
、
人
目
に
つ

か
ず
１
人
で
歩
く
子
ど
も
た
ち
の
姿

が
増
え
て
お
り
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
必

要
性
は
よ
り
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え

る
が
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
取
り
組

み
と
今
後
の
見
解
は
。

教
育
長　
令
和
２
年
４
月
か
ら
50
台

の
防
犯
カ
メ
ラ
が
稼
働
し
て
お
り
、

さ
ら
に
市
長
部
局
と
連
携
し
、
新
た

に
10
台
程
通
学
路
に
設
置
す
る
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
各
小
学
校
に
は
保

護
者
や
地
域
の
方
々
に
協
力
依
頼
す

る
と
と
も
に
、
包
括
協
定
を
結
ん
だ

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
含
め
た

子
ど
も
１
１
０
番
の
家
と
の
連
携
を

図
る
よ
う
指
導
し
た
。
加
え
て
、
登

下
校
時
に
は
教
育
委
員
会
の
指
導
主

事
が
各
学
校
の
情
報
や
過
去
の
不
審

者
情
報
を
基
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
越
谷
警
察
に
分
散

登
校
時
の
登
下
校
時
間
を
情
報
提
供

し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を
依
頼
し

て
い
る
。

  

問　
保
健
所
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

体
制
の
充
実
は
。

市
長　
４
月
下
旬
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機

器
を
１
台
増
設
し
て
２
台
体
制
と
し
、

１
日
最
大
20
人
の
検
査
が
可
能
と

な
っ
た
。
加
え
て
、
４
月
27
日
か
ら

越
谷
市
医
師
会
に
委
託
し
た
ド
ラ
イ

ブ
ス
ル
ー
方
式
に
よ
る
越
谷
市
地
域

外
来
・
検
査
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

保
健
所
と
合
わ
せ
て
１
日
最
大
40
人

の
検
査
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
業
務
の
増
加
と
そ
れ
に
伴
う

職
員
の
増
員
状
況
は
。

市
長　
相
談
体
制
お
よ
び
濃
厚
接
触

者
の
疫
学
的
調
査
等
の
調
査
体
制
の

強
化
、
さ
ら
に
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制

の
充
実
を
図
る
た
め
、
各
部
の
職
員

を
動
員
し
対
応
し
て
き
た
。
現
在
は

落
ち
着
い
て
い
る
が
、
今
後
来
る
と

予
想
さ
れ
て
い
る
第
２
波
に
備
え
て

迅
速
に
対
応
で
き
る
職
員
体
制
を
構

築
し
て
い
き
た
い
。

 

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
不
安
に
感
じ
て
い

る
市
民
や
事
業
者
に
対
し
、
市
長
が

力
強
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
示
し
、

一
人
ひ
と
り
に
訴
え
か
け
る
よ
う
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
考
え
は
。

市
長　

広
報
こ
し
が
や
お
よ
び
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
感
染
拡
大
防
止

や
経
済
対
策
事
業
に
関
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
発
信
し
た
が
、
安
心
や
励

ま
し
に
つ
な
が
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
動

画
等
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
、
よ

り
伝
わ
り
や
す
い
発
信
に
努
め
る
。

問　
困
窮
し
て
い
る
市
民
や
事
業
者

の
声
に
対
し
て
、
市
長
の
想
い
を
込

め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
示
す
必
要
性
は
。

市
長　
今
各
界
の
声
を
聞
い
た
が
、

市
民
は
34
万
５
０
０
０
人
か
ら
い
る

た
め
、
ど
の
よ
う
に
応
え
た
ら
良
い

か
、
何
を
期
待
し
て
い
る
か
私
に
は

よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
自
治
体
の
責

任
者
と
し
て
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

責
任
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
に
つ

い
て
検
討
し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
り
、
生
活
困
窮
が
増
え
て
い

る
。
急
激
に
収
入
が
減
少
し
た
人
な

ど
を
救
う
た
め
に
、
柔
軟
な
対
応
と

速
や
か
な
給
付
決
定
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

る
か
。
ま
た
今
後
、
長
期
化
に
よ
り

申
請
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、

相
談
員
等
を
増
員
す
る
考
え
は
。

市
長　
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
全
国

的
に
生
活
保
護
の
相
談
や
申
請
が
増

加
し
て
い
る
と
の
報
道
が
あ
る
。
国

か
ら
も
、
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
、
柔

軟
な
対
応
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

通
知
が
来
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え

て
、
生
活
福
祉
課
と
生
活
自
立
相
談

「
よ
り
そ
い
」
で
情
報
を
共
有
し
、

柔
軟
な
対
応
を
心
が
け
て
い
る
。
資

産
が
あ
っ
て
も
保
護
が
必
要
な
状
況

で
あ
れ
ば
ま
ず
保
護
を
開
始
し
、
資

産
が
処
分
で
き
た
時
点
で
返
還
を
求

め
る
対
応
を
し
て
い
る
。
増
員
の
有

無
に
つ
い
て
は
、
状
況
を
見
つ
つ
、

対
応
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問　
地
区
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
市
役

所
と
同
様
の
手
続
き
を
行
え
る
よ
う

に
す
る
考
え
は
。

市
長　
本
格
的
な
人
口
減
少
お
よ
び

少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

地
区
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
必
要
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
機
能
に
つ
い
て
、
市
役

所
と
の
役
割
分
担
を
含
め
、
総
合
的

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
に
つ
い
て
も
、
地
区
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
や
地
域
課
題
の
迅
速
か
つ
効
果

的
な
解
決
が
図
れ
る
よ
う
、
さ
ら
な

る
機
能
強
化
に
つ
い
て
、
他
市
の
事

例
を
参
考
に
し
な
が
ら
調
査
・
研
究

し
て
い
き
た
い
。

問　
具
体
的
な
検
討
案
は
。

市
長　
現
在
地
区
セ
ン
タ
ー
で
行
っ

て
い
る
市
民
課
業
務
に
加
え
、
福
祉

や
国
民
健
康
保
険
、
税
の
分
野
な
ど
、

市
民
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
考
え
て
い
る
。

取
り
組
み
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

新
た
な
人
員
の
配
置
や
市
役
所
と
の

連
携
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
今
後
調
査
を
し
て
い
き
た
い
。

 

問　
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
、
か
か
り

つ
け
医
に
関
す
る
市
民
へ
の
周
知
は

必
要
と
考
え
る
が
、
現
状
と
今
後
の

取
り
組
み
は
。

市
長　
か
か
り
つ
け
医
の
重
要
性
に

つ
い
て
は
、
広
報
こ
し
が
や
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
救
急
医
療
等
に
関

す
る
啓
発
チ
ラ
シ
等
で
周
知
に
努
め

て
き
た
。
今
後
は
自
治
会
に
配
布
し

て
い
る
救
急
医
療
関
係
の
チ
ラ
シ
に

か
か
り
つ
け
医
の
重
要
性
に
つ
い
て

掲
載
す
る
こ
と
や
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
か
か
り
つ
け
医
に
関
す
る
コ
ー

ナ
ー
に
リ
ン
ク
先
を
掲
載
し
、
身
近

な
医
療
機
関
を
探
し
や
す
く
す
る
な

ど
、
内
容
の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
越

谷
市
医
師
会
と
も
一
層
連
携
を
深
め

て
い
き
た
い
。

問　
市
内
全
て
の
医
療
機
関
を
網
羅

し
た
冊
子
作
成
の
考
え
は
。

市
長　
今
あ
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
も
１
つ
の
手
段

で
あ
る
。
別
の
冊
子
を
作
る
に
は
、

掲
載
す
る
医
療
機
関
の
承
諾
等
も
必

要
に
な
る
た
め
、
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

 

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
策
と
し
て
、
図
書
館
に
お
い

て
電
子
書
籍
を
導
入
す
る
考
え
は
。

教
育
長　
電
子
書
籍
は
、
接
触
に
よ

る
感
染
の
危
険
が
な
い
こ
と
、
来
館

せ
ず
に
本
が
読
め
る
こ
と
か
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

策
と
し
て
有
効
と
考
え
て
お
り
、
導

入
済
み
の
自
治
体
で
は
休
館
中
の
貸

し
出
し
数
が
増
え
て
い
る
と
伺
っ
て

い
る
。
ま
た
、
導
入
に
よ
り
蔵
書
の

配
架
ス
ペ
ー
ス
が
不
要
に
な
る
こ
と

や
、
汚
損
、
破
損
等
の
心
配
が
無
く

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、

図
書
館
向
け
の
電
子
書
籍
は
資
料
が

少
な
く
、
購
入
費
が
割
高
と
な
る
た

め
、
公
共
図
書
館
で
の
普
及
は
進
ん

で
い
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
は
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、

他
の
自
治
体
事
例
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
更
新
や
第

５
次
総
合
振
興
計
画
の
策
定
に
合
わ

せ
、
導
入
を
検
討
す
る
。

 

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
現
状
の
生

活
保
護
に
関
す
る
相
談
お
よ
び
申
請

件
数
は
。
ま
た
、
住
居
確
保
給
付
金

の
相
談
お
よ
び
申
請
件
数
は
。

市
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
を
受
け
、
生
活
保
護
の

相
談
や
申
請
が
増
加
し
て
い
る
と
の

報
道
が
あ
る
が
、
本
市
の
４
月
お
よ

び
５
月
の
相
談
件
数
は
２
３
０
件
、

申
請
件
数
は
68
件
で
、
昨
年
同
時
期

の
相
談
件
数
２
６
６
件
、
申
請
件
数

85
件
と
比
較
す
る
と
、
ど
ち
ら
も
若

干
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
住
居
確

保
給
付
金
の
４
月
お
よ
び
５
月
の
相

談
件
数
は
４
０
８
件
、
申
請
件
数
は

84
件
で
、
昨
年
同
時
期
の
相
談
件
数

71
件
、
申
請
件
数
２
件
と
比
較
し
て

ど
ち
ら
も
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
。

問　
相
談
体
制
の
強
化
は
。

市
長　
専
任
の
面
接
相
談
員
の
配
置

等
で
、
相
談
者
を
お
待
た
せ
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
対
応
し
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
た
方

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
相
談

時
間
の
短
縮
化
等
の
通
知
も
あ
り
、

職
員
等
へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

 

問　
家
族
等
が
亡
く
な
っ
た
際
の
市

役
所
で
の
手
続
き
の
流
れ
は
。
ま
た
、

諸
手
続
き
に
つ
い
て
、
市
民
の
方
か

ら
の
要
望
は
。
さ
ら
に
、
窓
口
と
処

理
の
一
本
化
を
進
め
る
考
え
は
。

市
長　
現
在
、
死
亡
に
伴
う
手
続
き

は
、
死
亡
届
か
ら
火
葬
ま
で
が
主
に

葬
祭
業
者
、
そ
の
後
の
葬
祭
費
支
給

申
請
等
は
、
ご
遺
族
が
手
続
き
し
て

い
る
。
手
続
き
の
複
雑
さ
を
指
摘
す

る
声
が
あ
る
こ
と
や
、
複
数
の
窓
口

に
行
く
こ
と
に
よ
る
精
神
的
負
担
を

考
慮
し
て
、
本
市
で
は
市
民
課
や
出

張
所
等
の
窓
口
に
て
、
死
亡
届
受
付

時
に
関
連
し
た
手
続
き
の
概
要
等
や
、

担
当
窓
口
を
ま
と
め
た
案
内
書
を
お

渡
し
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
庁
舎

開
設
に
合
わ
せ
、
新
庁
舎
建
設
検
討

委
員
会
窓
口
検
討
部
会
を
組
織
し
、

申
請
書
の
作
成
支
援
や
担
当
窓
口
へ

の
誘
導
等
、
ご
遺
族
の
手
続
き
を
支

援
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
る
。

問　
保
護
者
の
要
望
を
踏
ま
え
た
、

再
開
後
の
小
中
学
校
に
お
け
る
学
習

の
進
め
方
は
。

教
育
長　
本
来
、
学
習
指
導
要
領
に

基
づ
い
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
が
、
休
校
に
よ
り
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
再
編
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
た
め
、
各
学
校
で

は
教
育
委
員
会
で
作
成
し
た
越
谷
市

立
小
中
学
校
再
開
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
き
、
６
月
１
日
よ
り
分
散
授
業

を
実
施
し
て
い
る
。
学
校
再
開
時
か

ら
の
授
業
で
は
、
令
和
元
年
度
に
お

い
て
未
指
導
の
学
習
内
容
か
ら
取
り

組
む
こ
と
を
基
本
と
し
、
そ
の
後
当

該
学
年
の
学
習
内
容
を
進
め
て
い
き

た
い
。
今
後
感
染
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
、
通
常
の
教
育
活
動
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
感

染
の
リ
ス
ク
の
高
い
学
習
活
動
に
つ

い
て
は
、
単
元
等
の
入
れ
替
え
や
学

習
内
容
の
精
選
等
、
指
導
計
画
の
見

直
し
等
を
計
画
し
て
い
る
。

おくやみ窓口（提供：宮崎県都城市）

タブレットを使用した電子書籍のイメージ

分散登校時の朝の会

自
由
民
主
党
越
谷
市
議
団

　
金
井
　
直
樹
　
議
員

地
区
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

に
つ
い
て

Q

立
憲
・
市
民
ネ
ッ
ト

　
　
清
水
　
泉
　
議
員

か
か
り
つ
け
医
の
周
知
に
つ

い
て

Q

立
憲
・
市
民
ネ
ッ
ト

　
山
田
　
裕
子
　
議
員

生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

Q

日
本
共
産
党
越
谷
市
議
団

　
山
田
　
大
助
　
議
員

生
活
保
護
の
対
応
に
つ
い
て

Q

日
本
共
産
党
越
谷
市
議
団

　
大
和
田
　
哲
　
議
員

学
校
再
開
時
か
ら
の
学
習
内

容
の
あ
り
方
に
つ
い
て

Q

自
由
民
主
党
越
谷
市
議
団

　
服
部
　
正
一
　
議
員

電
子
書
籍
貸
し
出
し
に
よ
る
図

書
館
の
感
染
予
防
策
に
つ
い
て

Q

立
憲
・
市
民
ネ
ッ
ト

　
　
福
田
　
晃
　
議
員

（
仮
称
）
お
く
や
み
窓
口
の

創
設
に
つ
い
て

Q



こしがや市議会だより　令和２年（2020年）８月１日　　　　　❻

越谷コミュニティプラザ

改修工事が進む大沢地区センター・公民館

総  務

民  生

越谷市職員の特殊勤務手当に関する条例の
一部を改正する条例制定について
　新型コロナウイルス感染症防疫等業務手
当の支給対象の職種や支給対象を拡大する
考えなどについて質疑がありました。
財産の取得について（コミュニティプラザ）
問　越谷市と越谷コミュニティプラザ（以
下ＫＣＰ）の不動産鑑定に7億9000万円の
開きがあった理由は。
答　土地の鑑定は、同種の取引事例を参考
とする比準価格をベースに、その土地から
将来生み出されるであろう利益を想定して
価格を算出している。一般的な物件と異な
り、サンシティのような特殊性を有する物
件は、不動産鑑定士の裁量等により評価が
変わることがあるため、金額に開きが生じ
たと考えている。
問　新型コロナウイルスによる影響を踏ま
えて基本計画を議論する考えは。
答　サンシティの再整備は、新型コロナウ
イルス等を想定した「新しい生活様式」も
意識したうえで、市民の合意形成が図れる
よう十分な議論が必要と考えている。
問　新型コロナウイルス対応を優先すべき
時期に取得する理由は。また、市民の批判
の声に対する方策は。

答　現在の社会情勢も踏まえ検討したが、
ＫＣＰの株主との間で合意書を取り交わす
等しており、財産の取得の時期をずらすこ
とは市以外の第三者への売却を意味するこ
とになる。また、市民に対してはこれまで
のプロセスを含めた情報発信に努め、理解
いただけるよう取り組んでいきたい。
問　にぎわい創出事業における周辺住民へ
の影響は。
答　近くにマンションもあり生活をされて
いる方もいる一方で、このエリアは商業地
域であり、にぎわいの創出を推し進めるべ
きとの論調もある。双方のバランスをとり
ながら、住環境にも留意していきたい。
問　契約不適合責任による請求権の考え方
は。また契約の際に特記事項として想定さ
れる内容は。
答　約４年後にＫＣＰは存在していないた
め、他の株主の合意を得られないことから、
建物解体時の契約不適合責任をＫＣＰに問
うことは難しい。そのため、契約の特記事
項に「ＫＣＰの清算の申請日までに隠れた
る瑕疵を理由に本物件の使用に支障をきた
す場合、ＫＣＰは契約不適合責任を負うも
のとし、双方で協議する」といった条項を
入れるよう主張していきたい。

▼反対討論
　新型コロナウイルス感染症が拡大してい
る中、財政調整基金を感染症対策以外で使
うことに対して市民の理解が得られないと

考える。また、民間との関係づくりについ
ても懸念が拭えないため、本議案に反対す
る。
令和２年度越谷市一般会計補正予算（第３
号）について
問　財政調整基金の残高は。また、基金か
ら新型コロナウイルス感染症対策に支出す
る考えは。
答　補正予算後の残高は13億413万3000
円の見込みである。また、今後の新型コロ
ナウイルス感染症の状況により、市民や事
業者に対し追加支援等を講じる場合には、
基金の活用も視野に入れたいと考えている。

▼反対討論
　財産の取得に約27億円を財政調整基金か
ら支出する一方で、独自財源による新型コ
ロナウイルス感染症対策が入っておらず、
市民の理解が得られないと考えるため、本
議案に反対する。

越谷市特定教育・保育施設及び特定地域
型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例制定について
　連携先を確保していない施設への支援
や保育士不足による休園の懸念などにつ
いて質疑がありました。
越谷市家庭的保育事業等の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例制定について
　居宅訪問型保育事業の状況、虐待等の
防止に向けた市の考えなどについて質疑
がありました。
越谷市放課後児童健全育成事業の設備及
び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例制定について
　放課後児童支援員の認定資格研修の内
容や支援員拡充の考えなどについて質疑
がありました。
越谷市障害者就労訓練施設設置及び管理
条例の一部を改正する条例制定について
　就労定着支援の実施概要や切れ目のな
い支援の具体的な内容などについて質疑
がありました。

越谷市大沢地区センター・公民館改修工
事（建築）請負契約の締結について
　設計に対する地元の要望の反映状況や
既存施設を活用するメリットなどについ
て質疑がありました。

大相模保育所建設工事（建築）請負契約
の締結について
　建て替え後の医療的ケア児の受け入れ
の予定や保育所完成後の定員などについ
て質疑がありました。
令和２年度越谷市一般会計補正予算（第
３号）について
　住居確保給付金の制度改正の内容や制
度周知の方法などについて質疑がありま
した。

議決事項の一部変更について（橋梁耐震整
備工事（千代田橋）請負契約の締結）
　他の橋梁耐震整備工事への影響や今後実
施する工事に際して地下水脈を把握してい
く考えなどについて質疑がありました。
令和２年度越谷市公共下水道事業会計補正
予算（第１号）について
　流域下水道維持管理負担金の内容や事業
会計への影響などについて質疑がありまし
た。

建  設

令和２年度越谷市一般会計補正予算（第３
号）について
　通信ネットワーク環境整備委託料におけ
る国庫支出金の割合についての考え方や実
施校数などについて質疑がありました。

教　育・
環境経済

※QRコードを読み取ると、委員会の録画映像をご覧
　いただけます

　６月定例会に上程された議案のうち、市長提出議案18件が
所管の常任委員会に付託され審査を行い、全ての議案を原案可
決しました。
※付託された18件の議案のうち、質疑のあった議案について
は主な質疑項目を掲載しています。また、賛否が分かれた議案
については、主な質疑項目と答弁要旨を掲載しています。

常任委員会の
活　動
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昨年開催された若者まちづくり懇談会

問　まち・ひと・しごと創生越谷市総合戦
略との整合性は。
答　まち・ひと・しごと創生越谷市総合戦
略の第1期計画期間は、国や県の総合戦略の
期間と合わせ、平成27年度から令和元年度
までとしていた。また、国や県においては、
今年度から第２期総合戦略が開始している
が、創生法と総合振興計画の趣旨は重なる
部分が多く、越谷市総合戦略において設定
している37のＫＰＩ（重要業績評価指標）
のうち、24のＫＰＩが総合振興計画の基本
計画から引用していることや、ダブルスタ
ンダードになる可能性があること、また、
昨年度から今年度にかけて実施している市
民参加の取り組みも反映したいと考えてい
ることから、第２期の越谷市総合戦略につ
いては、第５次総合振興計画の中に取り入
れることとした。
問　若者懇談会および団体・事業所アンケ
ート実施の目的と効果は。また、新しい市
民参画の方法を検討する考えは。
答　若者懇談会は、若年層に政治や行政を
身近に感じていただくこと、また、10年後
の主役であるという意識を持っていただく
ことを目的に実施した。また、団体・事業
所アンケートは、市内経済活性化のために
は市内事業所の活躍が不可欠であること、
また、越谷市自治基本条例における「市
民」の定義には市内事業所も含まれている
ことから実施しており、対象事業所は市内
7800事業所から130事業所を無作為に抽出
した。いずれの取り組みも良い結果を残し
ており、特に若年層については、今後も政
治や行政に関わる機会を作っていきたいと
考えている。一方、呼びかけをしても集ま
っていただけないこともあるため、新しい
市民参画の手法として、ウェブ会議の実施
や大学に出向いての対話など、さまざまな
方法を検討しており、寄せられた意見を市
の施策に取り入れていきたいと考えている。
委員の意見
・市民、委員およびまちづくり懇談会の
方々の意見を十分に聴取および検討し、仕
切り直し等が生じないようにするべきであ
る。
・日常的な医療体制の強化を検討しておく
べきである。

問　産業および雇用体制を強化する考えは。
答　将来の人口減少に向けた対策として、
産業の活性化が重要であることは認識して
いる。また、働き方を見つめ直すことを含
め、経済の活性化および若者の雇用に関し
て計画を立てていきたいと考えている。ま
た、本市における外国人の居住者の増加が
想定される中、外国人の労働力の重要さも
増してくると認識しているため、雇用の面
からの多文化共生についても、検討してい
かなければならない。
問　コンパクトシティに対する考え方は。
答　市街地においては、第４次総合振興計
画からのコンパクトシティの考えを踏襲し
つつ、本計画では、拠点と居住地を鉄道網
や道路網など多様なネットワークで結び、
集約と連携による活力あるまちづくりを目
指していく。
問　人口の見通しと人口ビジョンの目標値
の差異は。また、合計特殊出生率について
記載する考えは。
答　人口見通しについては、平成31年４月
１日時点の本市の人口を基準とし、コーホ
ート要因法
（※1）を用
いて将来人口
を推計してお
り、令和42
年では25万
8661人にな
る予測である。
なお、人口見
通しの算出に
あたっては、
平成29年の
合計特殊出生率（※2）1.34を固定して計
算している。一方、人口ビジョンの目標値
は、平成27年４月１日時点での将来人口推
計をベースに、あらゆる対策の結果、将来
の合計特殊出生率が上昇することを見込ん
だ希望的推計であり、令和42年の人口は29
万7231人になる予測である。なお、人口ビ
ジョンの目標値においては、2040年の合計
特殊出生率は1.9になり、2050年は2.07に
なる予測である。また、将来人口を考える
うえで、合計特殊出生率は避けて通れない
項目であるため、将来人口の中で表現する
ことについて検討していきたい。

（※１）コーホート要因法…年齢別人口の
加齢に伴って生ずる年々の変化をその要因
（死亡、出生、および人口移動）ごとに計
算して将来の人口を求める方法
（※２）合計特殊出生率…15～49歳までの
女性に限定し、各年齢の出生率を合計し、
一人の女性が生涯、何人の子供を産むのか
を推計したもの

問　まちづくりの目標をＳＤＧｓの17のゴ
ールと結び付けた意図は。
答　ＳＤＧｓの17のゴールは市だけでなく
企業や事業所にとっても取り組みやすく、
近年認知度も急激に上昇しているため、発
信力が強いと考えている。また、あるべき
社会の姿を分かりやすく示している点や、
持続可能という点で総合振興計画の目標と
共通している部分が多いことから、自治体
全体としての目指す姿に符合すると考えた。
さらに、まちづくりの６つの目標が横に繋
がっていることを表現するため、ＳＤＧｓ
と繋げることとした。
問　まちづくりに関わる平等な機会に対す
る考え方は。
答　地方自治法において、「地方公共団体
は、住民の福祉の増進を図ることを基本と
して」と記載されており、これは本市だけ
でなく全自治体に課せられた使命である。
何をもって平等とするかの明確な基準はな
いが、平等および公平であることは行政が
最も求められるものであり、行政の基幹に
なる考え方との認識である。
問　13地区に分けてまちづくりをする意義
は。また、圏域を変更する考えは。
答　地区からまちづくりを展開することは、
他の自治体にはない本市の特色であり、地
縁によるコミュニティは、防災や助け合い
など、共生社会の観点から極めて重要であ
ると考えている。このような観点から、昨
年度13地区で地区まちづくり会議を実施し、
地域住民が自身の地域の課題を洗い出し、
地区の将来像を掲げていただいたことは意
義があると認識している。なお、13地区を
基本的な単位としているものの、学区や地
域包括支援センターなどにおける区域設定
の見直しについての要望があることから、
圏域については、地区の意向を踏まえなが
ら柔軟に対応していく。
委員の意見
・本市の将来像に「みんな」という言葉を
取り入れたことを肯定的に捉えている。

新型コロナウイルス感染症対策を考慮し
行われた第５次総合振興計画特別委員会

序　論
第５次総合振興計画

（第１章・第２章）

第５次総合振興計画

基 本 構 想（第１章～第４章）

特別委員会の活動
第５次総合振興計画

　３月定例会で設置され、閉会中の継続審査となっていた当委
員会は、４月13日・27日に会議を開催しました。
　４月13日の会議では、第４次総合振興計画の進捗状況、第
５次総合振興計画の概要および策定スケジュール等について調
査を行ったところ、質疑はありませんでした。また、４月27
日の会議では、第５次総合振興計画・基本構想（素案）を調査
し、質疑および意見交換が行われました。今号では主な質疑等
を掲載しています。



　
令
和
２
年
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、

任
期
満
了
に
伴
い
、
空
家
等
対
策
協

議
会
委
員
に
次
の
方
を
選
出
し
ま
し

た
。

空
家
等
対
策
協
議
会
委
員

　
細
川　
　
威

　
令
和
２
年
７
月
臨
時
会
を
７
月
29

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
議
案
の
内
容
や
議
決
結
果
な
ど
、

詳
し
く
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
令
和
２
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月

１
日
（
火
）
か
ら
25
日
（
金
）
ま
で

の
25
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
す
る
予

定
で
す
。

※

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
☎
９
６
３‐

９
２
６
１
）

　
こ
し
が
や
市
議
会
だ
よ
り
令
和
２

年
（
２
０
２
０
年
）
11
月
１
日
号
の

表
紙
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容

　
越
谷
市
に
関
連
す
る
行
事
、
風
景
、

人
物
、
そ
の
他
季
節
に
合
う
も
の

応
募
規
定

　
１
人
１
回
に
つ
き
２
枚
ま
で
。

　
原
則
、
写
真
の
撮
影
期
間
の
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。　

応
募
資
格

　
越
谷
市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在

学
の
方

応
募
期
間

　
令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
10
月

２
日
（
金
）
ま
で

応
募
方
法
・
応
募
先

　
応
募
票
に
写
真
を
添
え
て
議
会
事

務
局
（
本
庁
舎
４
階
）
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
表
紙
写
真
の
公
募
」
ペ
ー
ジ
に
あ

る
応
募
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し
、
写
真

を
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
も
で
き
ま
す
。
採
用
さ
れ
た
写
真

に
は
、
応
募
者
（
撮
影
者
）
の
氏
名
、

写
真
の
タ
イ
ト
ル
、
撮
影
場
所
を
掲

載
し
ま
す
。

※

今
号
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
る
市
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
、

表
紙
写
真
を
大
き
く
掲
載
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
応
募
写
真
は
適
宜

ト
リ
ミ
ン
グ
等
の
画
像
編
集
を
行
い

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※

応
募
規
定
な
ど
詳
し
く
は
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
本
定
例
会
で
は
、
24
人
の
傍
聴
者

が
あ
り
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
感
想

か
ら
一
部
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

■
議
会
の
コ
ロ
ナ
対
策
が
し
っ
か
り

と
さ
れ
て
い
た
。
換
気
の
た
め
定
期

的
に
休
憩
を
と
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
。

■
質
問
者
、
答
弁
者
と
も
マ
ス
ク
着

用
の
た
め
、
聞
き
づ
ら
い
点
が
あ
っ

た
。

■
ア
ク
リ
ル
板
に
隔
て
ら
れ
た
中
で

熱
心
な
議
事
進
行
が
な
さ
れ
て
い
た
。

《
市
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
向
け
た
取

り
組
み
（
パ
ソ
コ
ン
等
の
利
用
を
試

行
し
て
い
る
こ
と
）
に
つ
い
て
》

■
資
料
の
印
刷
準
備
、
配
布
の
手
間
、

人
員
や
時
間
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
効

率
が
良
く
な
り
、
い
い
取
り
組
み
だ

と
思
う
。

■
社
会
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
動
い

て
い
る
。
早
期
に
導
入
で
き
る
と
い

い
と
思
う
。

　6 月定例会は、議場内の
換気や透明なアクリル板に
よる防護シールドの設置の
ほか、毎日の検温・健康チ
ェックを行うなど新型コロ
ナウイルス感染症対策を実
施し、無事に閉会しました。
まだまだ暑い日が続きます
ので、熱中症にも気を付け
ながら、引き続き危機意識
を持ち「新しい生活様式」
を実践していきましょう。

議会報専門協議会委員
久保田　茂

※今号から議会報専門協議会委員が
編集後記を執筆しています。

編　集　後　記

こしがや市議会だより　令和２年（2020年）８月１日　　　　　❽

お こ
し
が
や
市
議
会
か
ら
の

知
ら
せ

新型コロナウイルス感染症対応に
充てていただくため 新型コロナウイルス感染症対策を

行いました

6 月 定 例 会

議会費の減額を市長に
申し入れました

　越谷市議会では、６月11日に開催された代
表者会において、新型コロナウイルス感染症
拡大の影響により、今年度予定していた行政
調査を取りやめることとし、議会費の一部に
ついて削減することを決定しました。
　減額分については、新型コロナウイルス感
染症対応の財源に充てていただくため、同日、
高橋市長に申し入れました。
　減額分の行政調査関係予算は1060万円です。

　越谷市議会では、４月臨時会において出席議員の検温、マスクの着用、
換気対策など新型コロナウイルス感染症対策を実施してきました。６月定
例会ではさらに感染リスクの低減に努めた議会運営を行いました。
〈実施した対策〉
・議場内に透明なアクリル板
による防護シールドを設置
　全議員が出席した場合の議
員席の密接を避け、発言の機
会がある場所での飛沫拡散を
防ぐため、防護シールドを設
置しました。
・出席者を必要最小限に
　討論・採決など全議員の出席を要する場合を除き、出席者を絞りまし
た。また、執行部の出席も議案、一般質問に関連する者としました。
・本会議は換気のため１時間に１回程度の議場外休憩を実施
・出席議員は各自で感染症対策や健康チェックを実施
・傍聴の自粛および議会中継の視聴のお願い。傍聴を希望される方がいた
場合は、マスク着用と検温のお願い

・会期日程を変更し、議案審議を最優先した。また、常任委員会は午前と
午後に分けて開催

　市民生活に影響する議案審議を最優先に進めるため、一般質問と議案審
議を入れ替え、先に議案審議を終了したうえで一般質問を行いました。
　常任委員会の会場は、３密を防ぐため、全て広い部屋とし、午前と午後
に分けて開催し、出席者は必要最小限の人数としました。
※９月定例会も新型コロナウイルス感染症対策を実施する予定です。

７
月
臨
時
会
に
つ
い
て

９
月
定
例
会
の
開
催
予
定

表
紙
写
真
の
募
集

傍
聴
し
て
一
言

議

事

人

会

防護シールドがついた議場

左から青山雅彦副市長、高橋努市長、
伊藤治議長、畑谷茂副議長


